
警鐘レポート4　気管切開術後早期のチューブ逸脱・迷入による死亡

事例19

＜事例概要＞

・ギランバレー症候群、人工呼吸管理中

・気管切開術後8日目、経管栄養を投与後、ベッドアップ40度としていた。呼吸音が聴取
できず、気管切開チューブから吸引を試みるが、吸引カテーテルが入らなかった。
チューブを再挿入するが換気できず、経口挿管。胸部X線で胸部、両上肢に皮下気腫を
認め、チューブの逸脱から約1か月後に死亡。

・死因：換気不全、低酸素脳症。解剖無、Ai無。


